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事業所自己評価シート　　　　　　　　





職員による自己評価





保護者による評価








Ａ環境面


・バリアフリーは対応できていない。


・階段が急。


・スペースなど環境面を外活動で補っている。


Ｂ児童への支援内容


・障がいのない子どもとの活動はできていない。但し、交流の希望はそれほど多くない。活動には工夫が欲しい。


Ｃ事業所からの情報発信


・定期的に情報は出されている。


・他、意見は特になし。








Ｄ非常対応


・避難訓練を行われていることを聞いたことがない。








Ａ環境面


・職員配置は概ね問題がない。バリアフリーは建物の構造上なされていない。スペースも限られており、難しい部分がある。


Ｂ児童への支援内容


・児童への支援は比較的支援はできている。


・パート職員との情報共有がより必要。


Ｃ関係機関との連携


・学校・他機関との関係性は良くなっている。


・障害のない子どもとの交流はあまり進んでない。


Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・保護者との関係性は築けている。


・個人情報保護の注意はしている。


Ｅ非常対応


・会議等で職員間の情報共有している。


・ヒヤリハットは職員間で共有している。





【共通点】


・活動スペースや配置は概ね問題ない。


・バリアフリー化はできていないが、一軒家という構造上限界性がある認識は共通している。


・障がいのない子どもとの交流が少ない。





【相違点】


・避難訓練の実施時にノートやつぼみ便りに記載してきたが、ご家族には周知されていないままにある。















































事業所内での分析











分析・検討してみて…





事業所の改善点








・バリアフリー化は難しいが、階段など危ない部分への安全配慮が必要。


・室内遊びグッズが古くなってきている。新しいものへの入れ替えが必要な時期に入っている。


・外遊びのマンネリ化となくしていくために、遊具等の活用など工夫が必要。











保護者の方に協力を頂けている。


活動スペース・配置は概ね問題ない。





事業所の強み








・外活動の遊びの充実を図るため、遊びの幅を広げていく。ボールや縄跳びなどを使って体力を高めたり、シャボン玉などの遊びを通じて人とのコミュニケーションをより広げていきたい。


・室内遊びは、活動の中で達成感が持てる遊び（アクアビーズ・ホイップルなど）を取り入れたり、出来上がったものを持ち帰ってもらうことで、日々の活動の様子が見える支援をしていきたい。また、トランプやボードゲームなどを利用し、個々の遊びだけではなく、子どもたちの繋がり作りも考えていきたい。


・避難訓練は、実施した内容を継続してつぼみ便りやノートで周知していく。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


・アンケートから、日々のプログラムと活動の見える化を考えるきっかけになりました。遊びは「体の成長」「達成感」など、子どもたちの日々の成長と充実感を得られるものを通じて、いまの時間の過ごし方を考えました。その過ごし方をご家族と共有していければと思いました。











